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論 文 内 容 の 要 旨
一、 この論文は、別冊 「魏晋時代に澄ける喪服ネLの研究(昭 和55年3月25日 東京敬文社刊
行)の 余論第一に詮いて論述 した所の「魏晋時代のネ[学上に澄ける今古文学派的な対立 」と題す
る小論を、出発点 とし、それから更に発展して、湊代に於けるネ1学の動向を究明しようとしたも
のである。そこでまず、 「魏晋時代のネ[学上に澄ける今吉文学派的な対立 」の要約を、ふ りかえ
ってみると、下記の如 ぐである。
以上、第一項においては、喪服ネ[,に関する鄭玄と王粛との論争、及び杜預 ・衰準 ・劉智 らの反
鄭的な新説、第二項に澄いては、 郊祀ネLに関する鄭玄と王粛との論争、及びそれの発展 としての








上 のノ」・論 につ い て、結 論 の方 向 と しては、 い ま もそ の とお・りだ と思 ってい る。 しか し今 日か ら
見 る と、 これ を単 に 魏晋 時 代 に鉛 け る学術 史上 の問題 と して留 め 訟 くことに不 満 を感 じる。 そ の
一
、 この よ うな論 争 は、 魏 晋時代 を待oて 初 め て起 こ った こ とであろ うか。 そ の 源流 を漢 代 に ま
で遡 。て考 究 してみ る必要 が あ りは しな いか とい うこと。 そ の二 、 これ を 「今 文学 派 的 」 とか「古
丈 学派 的 」とか い う語 に よ ウて 色分 けす る よ り前 に、保 守 と改革 との思 想的 な対 立抗 争 と して、
把 握 で きるの では ないか とい うこ とで ある6'右 の よ うな見 地 か ら、 さ きの小論 を 発展 させ た のが 、
この論文 で ある。 したがgて 、 太 論文 の主 題 と 目標 とは、 次 の如 ぐに要 約 す る こ とが で きる。
主題 は、漢 代 に診 け るネ〔学 説 の動 向 を、 ネ【制の 推移発 展 との 関連 に おい て と らえ、 これ が思 想
史的 な意 義 を考 察 す る ことで ある。 そ の 目標 は、 鄭 玄 ・王 粛 の論 争 に よ って代表 され る よ うな、
今文 学派 的 と古文 学派 的 との抗争 を、 体 制 主義(保 守)と 反体 制 主 義(革 新)と の対立 と して把
握 し、 これ が源流 を漢 代 に ま で遡oて 考 究 す る ことで ある。
二:、土 の よ うな主題 と 目標 とに即 して、 本論 で は、 次 に掲 げ る よ うな六 つ の問題 を手 が か り と
して、 論 究 を進 め る こ とと した。
① 宗廟 制 につ いて
② 人 の 後た る者 の軋 につ い て
③ 陵墓 制 につ いて
④ 郊 祀制 につ い て
⑤ 大 臣奪服 の 制に っ い て
⑥ 筒 公主 の制 にっ い て
上 に挙げ た 論 題 は、決 して無 意 味 に羅列 した もので は ない。 次 の よ うな理 由 に よ って、 これ こ
そ 漢代 に澄げ るネ1学説 の動 向 を考究 す るの に、最 もふ さわ しい論 題 と して選定 した もの で ある。
後 漢 の陳 忠 の上疏 に よれ ば、 郊 祀 のネ[は、元 成 に定 ま る。三 旛の序 は、 顕 宗 に備 は る。 大 臣 の終
喪 は、 陛 下 に成 る。 聖功 美 業、 以 で これ に 爾ふ る な し。(後 漢 書巻76陳 忠伝)
と言 。て、 前代 に郊 祀 や三 雍iの礼 が整備 され た こ と と並 列 して、 今上 安 帝 の世 に、 初 めて大 臣 終
喪 の蹴 を開 い た こ とを、 「聖功 美 業 」 として称 讃 して い る。 漢初 か ら元帝 の 時代 まで は、 無 制 限
に 作 られ てい た 宗廟 を、 元 帝 の時、 初 め て整理 して七廟 と し、 侠 殼の制 が 作 られ た。 また漢 初 か
ら元 帝の末 年 ま では、 秦 制に 因循 して い た天 地 の祭 祀 礼 を、 成 帝 の初 め、 改 め て長安 に南北 の 郊
を設 け、 儒 家的 な郊 祀礼 を制定 した。 この よ うに元 成 の世 は、 漢 のネ1制史上 画期 的 な時 代 な の で、
陳忠 も これ を指摘 して、 「郊祀 の礼 ほ、 元成 に定 ま る。 」と言 った の であ る。本 論 で は、年 代 の
順 に従 って、 宗廟 制 の問 題 を第 一章 と し、 郊 祀制 の問題 を第 四章 と して と りあげ た。 さてh'に 挙
げ た 陳忠 の上 疏 よ り40年 ば か りの後、 葡爽 の対 策 に 澄 いて も、 大臣 終喪 の制 を実行 す べ き こ と
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を、 第一 に建議 して い る。 これに よ 。て も、 大 臣 終 喪の 制が、 当 時ネL.教上 の大 きな問 題 とな 。て
いた ことがわか る。 そ こ で大 臣 奪服 制 の問題 を と りあげ て、 第 五 章 と した。 葡爽 の右 の対 策 に よ
れば 、 第二 に 尚公 主 の制 を改 革 す べ き こ とを建 議 してい る。 爾公 主 制 の問題 は、 別冊 の 小論 「魏
音時代 の礼 学上 に澄 け る今 古文 学派 的 な対立 」に澄 い て論 及 した 「皇后敬 父 礼 を め ぐる論争 」 と
も関連 の ある重要 な 問題 な ので、 第 六章 に論 い て と りあげ た。 但 し陳忠 の上 疏 に あoた 三 雍(明
堂 。辟 雍 ・霊 台)の 制 につ い ては、 ネL学説 の上 では 、 大 した問題 にな らなか った の で、 論 題 と し
て は とり あげ なか った。 さて 第一 章 「宗 廟制 」の 問題 の 次 に、 第二 章 「人 の 後た る者 のネ1」と、、
第 三 章 「陵墓 制 」 との二 つの 論題 を設 けた のは 、次 の よ うな理 由に よ る。 大 臣奪 服 制 の問 題 に澄
い て も、 筒公 主 制 の 問題 に夢 い て も、 家族制 との関係 が い つ もか らみ あoて いた。 殊 に第一 章 の
宗廟 制 の問 題 に澄 い ては、 喪 服ネ1に澄 け る 「為'ヒ人 後 者 」 に 関す る規 定 を、 どの よ うに解 釈 す
るか とい うこ と と、 表 裏 の関係 を持 つ もの であ る。 そ こ で 「入 の後 た る者 のネ〔」に関 す る問 題 を
と りあげ て、 第二章 と し、 これ を最 も関係 の深 い第一 章(宗 廟 制)の 直 後 に 吾 くこ どと した の で
ある。 次 に陵墓 と宗廟 とは、 ネ1制の上 瓜 吉 凶 の別は あ るけれ ども、 どち らも死者 に係 る とい う
点 で共 通 す る。 殊 に漢 室 に 澄い て は、 「漢 の天 子 は、 即位 一年 に して、 陵 を為 る。 天 下 の貢賦 、
三 分 の一 は、 宗廟 に供 し、一 は賓 客 に供 し、 一 は山 陵に充 て た り。(晋 書巻60.索 淋 伝)」 と
称 せ られ た如 く、 陵墓 制 と宗廟 制 とは、 同格 に:重要 視 され ていた もの で ある か 嵐 陵墓 制 に 関す
る一章 を設 け て、 これ を第 三章 と した の で ある。
以上 六 つ の論題 を各 論 と し、 そ の前 に緒 論 を置 き、 後 に結論 を置 く、 とい うの 瓜 この論 文 の
構 成 で あ るσ 緒 論 は、 六 節か ら成 る。 第 一 節 では、 太論 文 の主題 と構 想 とを述 べ る。 保 守 と改 革
とい う語 は、 本 論丈 の全体 に関係 す る用 語 な ので、 緒 論 の冒頭 でい さ さか説 明 を加 え た。第 二 節
は、 各 論 が 展開 さ れ る予件 と して、 まず 漢 の時 代相 を考 え て於 こ うとす る もの で あ る。 その篤 一
項 は、 前漢 時代 を概 観 して、 儒 法 雑繰 を以 て漢 の統治 法 とす る正統 思想 に対 して、 法 術 を排 斥 し
て 古ネ[.によるべ しとす る改 革 説 の拾頭 した こと を述 べ る。 第二 項 で は、 儒 家 がネ1教主義 的改:革論
を 唱 えて も、宙 官.・貴 戚等 の保 守勢 力 に妨 げ られて、 容 易 に実行 で き なか ったの で あ る瓜 そ の
困難 な改革 を、 王葬 の手 に よ って断 行 され た こ とを述べ る。 第三 項 は、 後漢 時代 を概 観 して、 外
戚 と寛 宮 とが 勢 力争 い を くりか え した こ とを述 べ る。 第 三 節 は、 ネ1学の資料 た る経伝 と、 ネ[学あ
根底 た るべ き思想的 背景 とにつ い て述 べ る。 特 に、 各 論 の中 で しば しば 出て くるネ1記と周ネ1との、
資料 的 な性 格 につ い ては、 注 意 してみ た。 第 四節 は、 五行 説 につ いて述 べ る。 漢代 に 細 け るネ1制
改革 論 者 の精 神 は、秦 的 な因襲 か ら脱却 して、 漢 朝独 自の文 化 を建設 し よう とす る 所 に ある。 そ'.
の進 歩 的 な努 力 の跡 を、 五 行思 想 の展 開 の上 に見 よ うとす る のが、本 節 の 目的 であ る。 第五 節 は、











たる恭皇との廟を、漢室の親廟 として祭るべきかどうかという点と、太祖(高 帝)と 太宗(文 帝)
との外に、武帝の廟を世宗として不殿廟の中に加えるかどうかという点 とである。皇考廟 と恭皇
廟と世宗廟 との三つの問題を通 して、共通なネ[学説の対立が見られる。それは、二零罐置 く所の
祭法説によるか、それとも二桃を認めない所の王制説によるかということである。そして二謎 を
認めるか否かということは、ネ[の根太原理たる「義 」と「情 」とのいずれに重きを罎 くかという
立場の相違、す左わち公義主義か私情主義か という問題である。
私梼主義は、皇帝中心の考え方であるから、 したがって皇権的体制を護持 しようとする保守勢














汰 今烈 説をも翻 した・・の場合・罫 力・人の微 姥 の羨厳 調することに格別熱於 あ
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oた のは、公義主義が復右的改革の立場と一致 し、それがまた箏奪に好都合でもあったか らであ
るo
また成帝の後を決めるに当たり、弟の中山王か、それとも弟の子たる定陶王かという問題が起
こoた σ この場合、漢的体制を護持 しようとする皇帝派が今文(父 子相続)説 をとったのに対 し
て、反体制派に属する孔光。葡悦 らカ㍉ 古文ネ[,(兄弟相続)説 を主張 したことは、注目に値する。
とい うのは、孔光は、哀帝の祖母傅氏と母丁氏とに太后の尊称を贈る問題に関して1師 丹と共に




常 に 属.していた諸陵邑を、改めて三輔に分属せ しめた。同じく元帝の時、貢禺が奏言 して、厚




いま貴戚豪家の葬喪が奢移に過 ぎることを厳 しく批判している。し(ま節葬論を唱えた貢禺 ・劉向
。王符や、陵邑制の復活に反対した東平王の所説を通pて 共通な論颯は、葬喪に奢修を尽す こと















る宗廟制の改革 も、 ζもに儒家本来の古ネ[.に依拠 して、漢室の慣習を改めて、周制に復帰させ よ
うとする精神に於いては、共通なものがある。成帝時代に行なわれた郊祀制の改革は、一時的な
動揺もあ。たけれども、平帝の時、最終的にこの改革が確認された。この場合、皇権勢力に属す
る者が、太一 ・后土など従来の郊祀制を保守 しようとするのに対して、礼教主義の立場か ら、こ
れが改革を完成 したのは、古文学を顕彰したことで有名な王恭である。そ して王恭よりも前に郊
祀制の改革説を主張 したのは、成帝時代の匡衡 。師丹 ・径方進 らであって、その主張は、古文家
の学説に連なるものであ った。また尚主制の改革論者たる古文学者王朗が、郊祀制についても匡
衡 と同じ改革的意見を持 っていたことは注 目すべきことである。
(第 五章)大 臣奪服の制は、儒家的ネ[教主義 と法術的便宜主義 との調和の上に成 り立 ったも
のである。 しかし一般の社会に三年の服を行なう風が盛んになった後漢中葉期ともなると、卒先
して礼教の範を示すべき高級官僚が、みずか ら三年の服を実行 し得ないとい うこの規定の矛盾を、





















郁 原が 父子 道徳 絶 対説 を と り、 家 族 倫理 を皇室 の権威 より も優先 す べ し と主張 した こ とは、 王 吉
。葡悦 らが夫 婦の倫理 的秩 序 を 尊重 して、 筒 主制 を改 革 すべ し と主張 した の と、 同 じ立 場 に立 っ
もの で ある。 この場 合、 郷 原 が もっぱ ら古文 家的 学風 を好 ん だ の と揆 を一 に して、 街 主 制改革 論
者 た る王 朗 も古文 学 者 で あ った ことは、 偶 然 で はな レ㌔ 少 くと も、 皇帝権 力に抗 して、 家 族的 倫
理 の絶 対性 を主張 す る ことは 、 古文 家的 学 風 を発揮 した もの と言 え よ う。 要 す るに、 尚 主 制は、
家族 倫理 的 秩序 を貴 ぶ 所の 豪族 に は不 都合 で ある。 そ こで象 族 勢 力の 利益 を代 表す る所 の礼 教 主
義 者が 、復 古的改革 説 を主張 した ので あ る。
四、以 上 の各 論 は、 六 つ の論題 のそれ ぞ れ に つい て、 時代 の 流れ に 順 。て、 発 展的 にそ の動 向
を考察 した もの で ある。 そ こで 今度 は、 各 論 六章 に わ た 。て論述 した所 を、 遡 源的 な視点 か ら再
吟 味 して・ 鄭 ・王 の問 に見 られ た よ うな礼 論争 の源 流 が・ 果 して前漢 時 代 に まで灘 り得 るか ど う
か を、 検 討 してみ た。 そ の結 論 を要 約 しで み る と、 訟 よそ 次 の如 くに な る。
魏晋 時代 に論 け る鄭 玄 説対王 粛 説 の礼 論争 は忌 必ず し も王 粛 の 出現 に よって初 め て展 開 され た も
の で は な ぐ、 保 守 と革 新 との対立 と して、 そ の 源流 を漢代 に見 出す どとが で きる。 そ の一 は、 後
漢 の末期、 大 臣奪服 制 と筒公 主 の 制 とを持 続 す べ きや 解除 すべ きや の論争 に澄 い て、 み る こ とが
で き る。 ま ず安 帝朝 か ら桓 帝 朝 に か けて行 なわ れた大 臣 奪服 制 の論 争 に澄 い ては、 劉燈 。葡 爽 ・
陳忠一・硝岐 ら儒 家 の改 革 説が 、保 守的 な貴寵 。笛官 勢 力に妨 げ られ て、結 局成 功 しなか った。
次 に桓 帝朝 か ら献 帝朝 にか けて、 葡 爽 ・葡悦 が爾 主制 の改 革 説 を唱 え、 これ も笛 官 た ちの反対 に
よ って採 択 され なか った。 大 臣 奪服 の制 と爾 公 主の 制 とは、 いず れ も前漢 以来 、 便 宜 の法 と して
継 承 され て きた もの を、 後漢 時代 にな って、 これ は旧 礼に 反す る とい うのが、 改 革 派 の 主張 で あ
り、改 革 は 便 な らず として、 これ を維 持 し よ う とす るの が、保 守派 の意見 で ある。
その二 、 後漢 の初 め、`宗廟 制 と陵墓 制 と郊 祀 制 との問 題に 澄 いて、 み る ことが で きる。 宗廟 制
につ い て、 光武 帝 の父 た る南 頓君 ら私親 の廟 を、 宗廟 に列 す る か ど う寿 とい うこ とが 問題 にな 。
た げれ ど も、 光武 帝は戴 渉 の議 に従 って、 私 親 の代 わ りに宣 。元 。成 。哀 ・平 の五 帝 四世 を祭 り、
これを三不 毅 廟 と合 わせ て七 廟 と した 。 この処 置 は、 前 漢末 、 王菲 の議 に従 った もので ある。 陵墓
制 につ いては、 前漢 元 帝 の故事 に従 。た。:章帝 が父祖 の 陵の ため に県 邑を建 て よ うと したけ れ ど
も、東 平 丑 の諌 め に よ 。て、 これ を中止 し、 依然 元帝 の 故事 に従 う こと とな った の で ある。 郊 禧
制 につ いて も、 光 武帝 は、 前 漢 元始 の故 事 に よ って、 天地 を洛 京 の南 北 郊 に祭 った。 元 始の 故事
とは、 王 恭 の建議 に基 い て行 な わ れた もの であ る。要 す る 欧 後漢 の光 武帝 は、 王 葵 の宗 廟 な り
郊祀 な りの礼 説 に従 って、 後 漢一 代 の 礼制 を確 立 した わげ で ある。
そ の三、 前 漠平 帝の 時、 王 葬 に よ 。て制定 さ れた宗 廟 と郊 祀 との礼 融 広 王葬 ・劉歌 らに よ6





その駄 礼制の改革が実 施 されたのは、元帝 ・成 帝時 代のことであるが、改 革 的左動 向
は、元帝より一代 遡oて 宣 帝 時代 、 罪 更 始 の 宗廟 礼 説 とか、王吉の爾公主礼説とかに診
いて見ることができる。 そ して これ ら改 革的 な礼 学 説 は、 武 帝 を頂 点 とす る、漢家
の伝 統 たる法 術的 統 治法 を否 定 して、 周初 を理 想とする礼 教 主 義的 な政策の塩環と
して主張されたものである。以上、漢一代に澄ける礼論争を通 じて、一貫した特色は、体制派(保
守)が 法術を以て皇権勢力の維持喪化を図ろうとするのに対して、反体制派(改 革)が 、民間的




論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は東西両漢の礼制をめぐる論争を、宗廟制度より以下:重要な六つのテーマについてとり
あげ、その論争事実の動向を明らかにすると共に、それが経学上の今交学派と盲文学派との思想
的対立に根ざす ものであり、 今文学派の動きが皇帝権の絶対化を擁護 して漢王朝の体制を護持 し
ようとするこの時点での保守的立場をとるのに対 して、皇帝権の制限を目指す古文学派は 古礼の
復活にかりてこれを革新せん とする立場にあ。て反体制的な姿勢をとることを論証 し、 この対立
が魏晋時代に診ける鄭玄説対王粛説の源流 として前漢の宣帝ごろから発 したと結論するものであ
る。漢代の礼制に関する論争を単 なる礼経解釈の対立にとどめないで、広 く政治 ・社会思想の抗
争 とい う点にまで掘 り下げて総合的に究明 し、その思想史的意味を追求するとい う企ては、本論
文に澄いてはじめてなされたことであ久 著者は見るべき成果を収めている。
すなわち今丈学派 と古:交学派の対立は思想一史の問題として従前からとりあげられてきたが、そ
の対立が礼制をめ ぐる論争という極めて具体的な現実問題にも関連 して生 き生 きとあらわれてい




の として明かにされた。 これらの点は太論文の…辮 として特に高 ぐ評価さるべきものである。ま
た本論文が礼学の動向というテーマのもとに思想一史の問題に迫oて いることは、一般に中国思想
史を広 く政治 。社会の中で具体的に見な於 していこうとする著者の意欲の現われであって、そこ
に研究方法の うえでも新 しい意義が認められる。
ただ本論文の論証過程には若干の問題がなくはない。著者の断案は結論を急 ぐあまウに時とし




企てによgて 果たされた成果は十分その欠点を蔽 うものであり、文学博士の学位論文 としての資
格があると認められる。
な凄副論文「魏晋時代に澄ける喪服礼の研究」は、三年の喪より以下十一の礼制について個別
的な事例の考証と共に鄭玄対王粛の論争を吟味 してその思想的意義を究明 した もので、本論文研
究の出発点を示すと共に、本論文を充足する役割を十分に果たしている。本論丈はこれによって
その学位論交 としての資格を一層確実にしていると認められる。
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